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　さて、今年度は考古学研究室にとって大きな画期となった。2016 年 4 月から新たに「特別プロ
グラム：考古学」がスタートしたのである。この特別プログラムは人文学類に創出された三つのプ
ログラムの一つであり、人文学類の改革の目玉の一つとなっている。それに伴い、人文学類発足時
から存続していた考古学専門分野に新２年生の配属が中止された。2016 年度入学生からは、「考古
学プログラム生」という名称になる。しかし、考古学研究室所属という枠組みは変更されない。
　今後も引き続くことが予想される金沢大学の変革に対して、いかに考古学研究室を存続させ、そ
の中で教育・研究の一層の向上を図っていくことが喫緊の課題である。
　本書、『金沢大学考古学紀要』は、金沢大学付属図書館学術情報リポジトリ KURA で、冊子体版
と同じ内容、レイアウトの PDF（カラー版）を一般公開している（http://dspace.lib.kanazawa-u.ac.jp/
dspace/）。また、考古学研究室では Web 版の小雑誌『金大考古』も刊行している。こちらは研究室
主催の考古学大会で発表された論考などを中心に編集しているが、ある程度は頁数に制限なく掲
載できることが特徴である。これも KURA および研究室のホームページで無料一般公開している。
ご覧いただければ幸いである。
38 号の刊行にあたって
足立　拓朗
（金沢大学歴史言語文化学系（人文学類考古学専門分野・特別プログラム：考古学））
